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平成30年度タイピングスキル調査
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「P検×Benesse マナビジョン」使⽤

（１）タイピングスキル調査 －生徒の入力文字数の推移－

 調査結果 ５⽉ ７⽉ 2⽉

平均：47.7文字
（５月）

平均：59.2文字
（７月）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

201以
上

200190180170160150140130120110100908070605040302010

平均 70.3文字（2⽉）

佐賀県⽴⾼校 在籍  ⾼校1年⽣
（対象⽣徒:2,507人）
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（１）タイピングスキル調査 －普通科高校の生徒の推移－

 調査結果

「P検×Benesse マナビジョン」使⽤

平均：52.0文字
（５月）

平均：64.5文字
（７月）
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佐賀県⽴普通科⾼校在籍  ⾼校1年⽣
（対象⽣徒:1,445人）

５⽉ ７⽉ 2⽉

平均 71.3文字
（２月）
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（１）タイピングスキル調査 －普通科高校以外の生徒の推移 －

 調査結果

「P検×Benesse マナビジョン」使⽤
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佐賀県⽴普通科⾼校以外 在籍  ⾼校1年⽣
（対象⽣徒:1,062人）
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平均 69.0文字
（２月）

平均：41.8文字
（５月）

平均：51.9文字
（７月）



高校生の勉強と生活に関する意識調査（ICT利活用に関する意識調査）について

調査対象 普通科高校の1年、2年、3年
調査数  佐賀県=1788、日本=2015、米国=1540、中国=2499、韓国=1800    

「よくする」「時々する」と回答した者の割合の比較結果
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高校生の勉強と生活に関する意識調査（ICT利活用に関する意識調査）について

調査対象 佐賀県内全日制高校の1年、2年、3年
調査数  普通科=1788、普通科以外（総合学科を含む）=2298

「よくする」「時々する」と回答した者の割合の比較結果
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高校生の勉強と生活に関する意識調査（ICT利活用に関する意識調査）について

調査対象 佐賀県内全日制高校の1年、2年、3年
調査数  県全体=4086、1年生=1377、2年生=1362、3年生=1347

「よくする」「時々する」と回答した者の割合の比較結果
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学習用パソコンを活用した学校の取組について

平成30年度第3回（第18回）
ICT利活⽤教育 推進 関  事業改善検討委員会
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４月

６月

８月10月

12月

２月

学校目標
の設定

達成度の確認

取組・
実践

取組の振り返り  学校目標の設定
★ 情報活⽤能⼒ 育成
★ ICTを活⽤した授業・授

業外の取組
の２項目について、学校の
特性、教育目標等に応じた
目標を設定

学校の特色に
応じた活用

２つの視点
○ 情報活⽤能⼒ 育成
○ ICTを活⽤した授業・

授業外の取組

訪問支援

学習用パソコンを利活用した学校の取組

取組事例（情報） 蓄積 共有
（何    程度   取 組  結果        ）

他校 取組事例       
（優良事例 県内  広  ）全校の取組結果を集約

 結果の分析
具体的方策を基に、評価
 ⾏  検証 改善 図  

訪問支援

訪問支援

訪問支援

 指導主事による訪問支援
教育情報化支援室の指導主
事が担当校を定期的に訪問、
学校支援を実施

取組・
実践

取組・
実践

取組・
実践

訪問支援



学習用パソコンを利活用した学校の取組（案）（目標設定）

項目 記入要領

取組目標 学校の特性、教育目標等に応じて設定。

（例）1分当たり○○字以上のタイピングスキルを有する生徒の割合

目標値 自校の過去の実績等を考慮した現実的な数値を設定。

（例）80%

目標の設定理由 取組目標から育てたい資質・能力等を記入。

（例）情報技術に関する技能：キーボードなどによる十分な速さで正確な
文字の入力

目標値達成のための
具体的方策

目標達成のために考えられる、具体的な取組内容を記入。

（例）教科「情報」において、週に２回程度、学習用パソコンでタッチタイピ
ングを練習する時間を設定するよう指導し、タイピング速度を測定す
る機会を複数回設ける。

学習用パソコンを利活用した学校の取組（案） （報告）

項目 記入要領

H30年度の達成度 次の4段階で評価を行い記号で記入。

Ａ：達成できた （目標値を100%達成）
Ｂ：概ね達成できた （80%以上）
Ｃ：やや不十分である （60%以上）
Ｄ：不十分である （60%未満）

達成度測定方法 達成度の測定方法を記入。

（例）ベネッセ×P検によるタイピング能力の測定
（例）アンケートによる生徒の自己評価及び生徒間の相互評価
（例）ルーブリックによる生徒の自己評価及び教員による評価
（例）○○検定の結果（合格者数、合格率など）

達成度判断の根拠 達成度を(A,B,C,D)と評価した根拠を記入。

（例）目標の80人に対して、最終的な合格者は82人であったため、Aとした。
※根拠となる資料（検定結果等）があれば別添。



学習用パソコンを利活用した学校の取組（案） （報告）

項目 記入要領

具体的な取組 目標達成のために行った、具体的な取組を記入（実績）。

（例）1年生の情報の時間に学習用パソコンを使って、毎時間10分程度練
習し、学期に1回測定を行った。

（例）学習用パソコンに導入している英検対策アプリを授業中や家庭学習
に活用した。（頻度や回数を記入する）

成果と課題 成果と課題について具体的に記入。

（例）年度内の比較をもとに分析（1学期と3学期の比較など）
（例）過年度との比較をもとに分析（昨年度と本年度の比較など）
（例）アンケート結果をもとにした分析（生徒の意識の変化など）

具体的な改善策・向上策 次年度に向けた改善策・向上策を具体的に記入。

※次年度に向けて、指標及び目標値の見直しがある場合は、その旨を
記入。

次期佐賀県総合計画（案）について

■  佐賀県総合計画２０１９－ 人 大切  世界 誇  佐賀      （仮称）
佐賀県 目指 将来 姿 ⾒据    実現    4年間 取 組 施策 示 計画
 計画期間  2019（H31）年度  2022年度 （4年間）
        H31.2.14 骨子案           （ 3.15）

H31.6 最終案議会提出
H31.7 計画策定

■ ICT利活用教育 関  施策（案）
第３章 佐賀県の施策
２ 楽しい子育て・あふれる人財 さが
【教育分野】

施策名 多様なニーズに対応した教育の推進

施策の
取組方針

教育 更  質 向上 向  現場 検証 改善 ⾏  
   更 教育 情報化 推進    

成果指標 県⽴学校 ICT利活⽤ 関  取組目標 達成率
（4年間 目標値  今年度状況 基 設定）

＊ 別途 市町⽴小中学校 関  取組指標 設定予定



普通高校A  ICTを活 した授業・授業外の取組 

■設定理由
グローバル化に対応できる⽣徒を育成する上での指標の一つとして、実⽤英

語技能検定準２級の取得を目標として英語学習活動に取り組み、英検校
内一⻫受験 ⾏      ⾼     英語４技能 習得 学校 挙  
目指している。

■具体的方策
授業内で、⽣徒が目標とする実⽤英語技能検定試験の受験級に応じて、スピーキング、

             ⼒  学習⽤         教材等 活⽤     身 付 
      成果  各回英検 第２回英検校内一⻫受験 年２回 英検IBAテスト
で測る。

取組目標：実用英語技能検定準２級相当の英語力を持つ
生徒の育成（全生徒の80％以上）

大学入学共通テストに向けた授業改善の必要性

○ 「聞くこと」「話すこと」の課題に対応するため学習⽤パソコンに接続するヘッドセットを一人一
台導入（H28 全学年一⻫導入）

○  話     課題 対応     音声認識    活⽤（H29 ）
○ 大学入学共通テストに向けた対策として、実⽤英語検定の全員受験を開始（H29 ）

H28
(2017)

H29
(2018)

H30
(2019)

H31
(2020)

H32
(2021)

ヘッドセット導入

音声認識   導入

検定の全員受験

       全学年一⻫導入

授業       ×音声認識    活用

第2回実用英語検定の全員受験開始

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

実
施



【授業のメインの活動】 身近な話題・社会的な話題について友人とフリートーク
①テーマの指示

・ ヘッドセット装着、スピーチノート起動

・ Do you think it is a good idea to get up early and do 
some exercise?  Why? など

・ Which do you like better, summer or winter?  Why?

・ What did you do after school yesterday?  

②ペアでフリートーク

 １      ⽣徒 ２ ５分英語 話 
 話     PC画面 ⾒  （相手 ⾒ ）

・ 即興で話す（文法の間違いは気にしない）

・ What is your favorite sport?  Why?

リアルタイムで
文字化されるクラウドに

自動保存され
る

③画面 ⾒ 発音 各自分析
・ モデル英文の音読練習

英検３級～準２級レベル

沢山話すことが目標

正しい表現習得

授業改善の実際

• Speech notesに自動保存された⽣徒の音読の文字データを指定
フォルダへ入れさせる。

• 教師側が「One Note」でクラスのデータを集約し、音声の弱点を分析

【授業後】⽣徒の音声面の弱点分析方法

【弱点分析の結果】
• ⺟音   子音の発音を苦手としている⽣徒が圧倒的に多い
• 苦手第３位
• 苦手第２位
• 苦手第１位

この分析結果を、次の授業で反映して指導することで、
生徒 英語 発音 効率  上達     思   

「ｌ」、「ｒ」
「ｔｈ」、「ｓｈ」
「ｂ」、「ｖ」や「ｆ」、「ｍ」

生徒自らが課題を発見し、教師も指導法が改善した



高校生の勉強と生活に関する意識調査
（ICT利活用に関する意識調査）の結果

• 高校生の勉強と生活に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-（
興機構，平成29年3月） http://www.niye.go.jp/ /contents/detail/i/114/

• 「問 16 あなたは次のことをとの゙くらいしていますか。」の12項目のうち「i. メールやチャット
(LINE を含む)で先生や友だち にわからないところを質問すること」を除いた11項目について実施

• 調査時期 佐賀県：2018年12月 2019年1月
• 調査対象 普通科高校の1年1年（612）、2年（602）、3年（574） 
• （専門高校（総合学科含む）の1年（765）、2年（760）、3年（773） 、合計2298）
• 調査数 佐賀県=1788（2016年の調査との比較は普通科高校のデータを使用）

日本=2015、米国=1540、中国=2499、韓国=1800（2016年9月 11月）

※「よくする」「時々する」と回答した者の割合の比較結果
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ｂ．Excelなど表計算ソフトを使うこと
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ｃ．PowerPointなどプレゼンテーションソフトを
使うこと 佐賀県の状況

• アプリケーションの使用は2016年の日本
の結果を上回っている

• Excelは他国と同レベル，Word，
PowerPointは中国と同レベルだが，米
国，韓国よりは低い
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ｈ．学習ソフトやアプリを使って勉強する
こと
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ｉ．塾のホームページや動画サイトなどで
講義や授業の動画をみること
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ｊ．インターネット上にある練習問題や試
験対策問題を解くこと 佐賀県の状況

• 学習での活用は2016年の日本の結果を上
回っている

• 学習ソフトやアプリの活用は韓国を上
回っているがその他は他国より低い
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ｆ．インターネットで学習の情報や資料を
調べたり、収集したりすること
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ｇ．インターネットでニュース関連の情報
をみること

佐賀県の状況

• 情報検索は2016年の日本の結果を上回っ
ている

• 他国の活用状況とほぼ同じである
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ｄ．自分のブログやホームページを作成・
更新すること 
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ｅ．簡単なプログラミングをすること
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ｋ．インターネット上の質問サイトにわか
らないことを質問すること 佐賀県の状況

• ブログ等の作成，プログラミング，質問
サイトの活用については2016年の日本の
結果とほぼ同じ

• 他国のより低い
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アプリケーションの使用

a. Word など文書ソフトを使うこと
c. PowerPoint などプレゼンテーションソフトを使うこと
b. Excel など表計算ソフトを使うこと
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情報検索

f. インターネットで学習の情報や資料を調べたり、収集したりすること
g. インターネットでニュース関連の情報をみること
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普通高校 専門高校

学習での活用

h. 学習ソフトやアプリを使って勉強すること
i. 塾のホームページや動画サイトなどで講義や授業の動画をみること
j. インターネット上にある練習問題や試験対策問題を解くこと
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１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

普通高校 専門高校

活用率が低い項目

d. 自分のブログやホームページを作成・更新すること
e. 簡単なプログラミングをすること
k. インターネット上の質問サイトにわからないことを質問すること

普通高校と専門高校の比較（学年別）
• アプリケーションの使用は，専門高校の方が高く，普通高校で

は学年が上がるに従って減っているが，専門高校では
PowerPointの使用が年々増えている．

• 情報検索は，普通高校の方がやや高く，学年間の変化も小さ
い．

• 学習での活用は，普通高校の方がやや高く，３年生で「イン
ターネット上にある練習問題や試験対策問題を解くこと」の活
用が増えている．

• ブログ等の作成，プログラミング，質問サイトの活用について
は，いずれも低く，学年間の変化も見られない．






